受賞を振り返って (特集 日本図書館協会建築賞受賞記念) by 渡辺 一之 & Kazuyuki Watanabe
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うに繰り返し修正や確認が行われた。次第に
明瞭で簡潔な形に整えられていった。最終的
に，工学系の特徴を「新世界」だけでは表現
しにくいため，「リベラルアーツとともに科
学技術を紡ぎだす人材を育てる図書館」とい
う，もう一つのコンセプトを添えた。
また，応募書類には葛飾図書館が向かう未
来を想定して運用上の目標を立てることも必
要だった。「新世界」が意味する「再生」は
終わることのない循環を意味する。そこから
葛飾図書館は「知の循環」を表現することに
した。「次の世代にむけて―知の循環として
の図書館―」が，葛飾図書館の運用目標とし
て掲げられた。ここから見える本学のストー
リーや挑戦は，後日審査委員から「発注者の
明確な意思（プログラム）」として評価を受
けた。
応募後，2015年１月22日付で，一次審査通
過の通知を受けとることができた。
二次審査において
二次審査は2015年４月15日に現地審査を入
れて実施された。選考委員は日本図書館協会
の柳瀬寛夫委員を代表に他５名，協会委員１
名が来館された。審査を受ける側として設計
部門は株式会社日建設計より３名，施工は竹
中工務店より１名，本学からは大学図書館長
として私が，当時の葛飾図書館長・蟹江壽教
授，図書館事務職員３名の計９名が出席し
た。質疑応答は現地審査を間にはさみ前後２
回（計約90分）にわたった。
大学図書館長として審査委員の方に，建物
全体のイメージが利用者に好感をもたれ，環
境に配慮され大変使いやすく，葛飾区民への
地域公開を行っていること，実力主義という
本学の教育指導・理念をもとに学生や教員が
図書館の取り扱う電子ジャーナルや電子ブッ
クを駆使し，高い研究成果や学習効果を上げ
ていることを伝えた。
二次審査より約３ヵ月後の2015年７月24日
付で，「第31回日本図書館協会建築賞」受賞
の通知を受けた。本賞の受賞は本学図書館に
新たな歴史を刻んだ。
受賞を通して
清秋の折，2015年10月15日に国立オンピッ
ク記念青少年総合センターにおいて，第101
回の全国図書館大会の式事の中で，表彰式が
挙行された。筆者はホールに集まった2,000
人に向かい，葛飾図書館の紹介と本学を代表
して喜びと感謝の思いを伝えた。教育・研究
に携わる者として，決して平坦ではない道の
りを歩いてきた先に，本学大学図書館長を任
された。図書館のあるべき姿や将来像など，
さまざまなことを考えながら指導に当たった。
その在任時に葛飾図書館は日本図書館協会
より高い評価を受けた。2015年10月１日に，
同じ理学部第一部物理学科の本間芳和教授に
大学図書館長をバトンタッチした。今後も新
たな挑戦に挑んでくれるものと期待してい
る。筆者はその重責を喜びの中で終えること
ができた。
この誌面を借りて，歴代の大学図書館長の
任に当たられた諸先輩のご尽力に対し，また
ご支援を賜りました学内外の関係各位の皆様
に厚く御礼申しあげたい。本学の更なる発展
を祈ります。
葛飾キャンパスに移り，工学部第一部建築
学科では前年比168.8％，電気工学科158.6
％，機械工学科210.3％であり，３学科平均
の貸出冊数の前年比は179.1％と約８割の増
加があった。しかし野田キャンパスより移っ
た基礎工学部材料工学科では約28.1％，生物
工学科では7.6％減少していた。同学部の電
気応用工学科では20.0％増加しているため，
物理，化学，生命科学，生物工学系に関する
図書が不足しているのではないかと考えられ
た。本学では図書館に置かれている一冊の本
を複数の学科の学生が時期をずらし互いに利
用していることを，貸出データから把握して
いた。この学科別の貸出冊数の結果から，
2013年11月以降，葛飾図書館では不足してい
る図書の購入および保存書庫からの移管を行
い図書の補充に努めた。2013年度末には通年
の貸出冊数は，材料工学科で5.3％の回復が
みられたが，生物工学科ではさらに2.6％減
少した。
しかし，葛飾図書館全体では，開館後６ヵ
月（2013年４～10月）と開館後１年（2013年４
月～2014年３月）を比較すると，半年では前
年度より4.5％の増加があり，通年では8.7％
貸出冊数が増加した。この全体の増加数を葛
飾図書館における利用者サービスの向上と捉
え，後に審査員から評価を受けた学術リポジ
トリ（学術機関が電子資料を収集・保管・提供
するシステム）の公開など，新しいサービス
の拡充に努めた。
② ノートPCの貸出サービス
情報インフラ整備の一環として貸出ロッカ
ーから直接パソコンが借りられるシステムが
ある。現在23台のパソコンを設置し，利用回
数は，2013年度は6,069回であったが，2014
年度には10,555回と73.9％増加している。利
用できるソフトはCAD，Mathematica，Ac-
cess等である。貸出用ノートパソコンは，
2014年度は入館者の約５％が利用している。
台数が限られているため，開設後１年が過ぎ
る頃には館内でその日に貸出されているパソ
コンの返却を待つ学生が目立つようになっ
た。利用者の目線にたつと貸出状況がインタ
ーネット上で分かると便利だということが分
かった。
図書館職員に，より分かりやすい情報の提
供を行うように指示を出した。ノートパソコ
ンの貸出状況は本学図書館ホームページから
随時利用情報として把握できるように改善さ
れた。また，定期的に学習に役立つソフトの
導入や見直しも検討するように指導を行っ
た。
③ 地域連携
葛飾図書館は複合施設である葛飾区立科学
センターわくわく未来館と隣接している。本
学は科学センターわくわく未来館において，
さまざまな活動を通し地域連携を深めてい
る。葛飾図書館では，2014年にLEDに関す
る日本の科学者３人がノーベル賞を受賞した
ことを受け，蟹江壽・前葛飾図書館長にLED
に関する実験授業の講師をお願いした。葛飾
区の中学生を対象にした，「LEDの発光波長
と発光開始電圧からプランク定数を求める実
験」は，大変好評だった。図書館ではLED
に関する書籍を紹介し，今後も科学への興味
や関心を持ってもらおうと努めた。
④ 応募にむけて
応募書類の作成は開館以後実施してきた図
書館サービスを取りまとめることから始まっ
た。実際の作業は2014年10月から12月にか
け，建物に関する紹介は株式会社日建設計が
担当した。より完成度の高い表現をめざし双
方とも努力を惜しまなかった。
コンセプトである「新世界」を本学の理念・
教育の特徴を活かし，古い技術や知識の再生
へと繋がるように，応募用紙に書き表す必要
があった。
応募締切の12月22日が近付いてくると，関
係者全員に緊張感が走った。書類は審査の評
価項目を考慮しつつ，どの人の心にも届くよ
賞状と楯を前に
本間芳和図書館長（右）と筆者（左）
